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大阪鶴見ロータリークラブテーマ「Regrowth(再び成長する）の機会を！」

ロータリー親睦活動月間

作成や投稿が簡単で、ステイホームでも十分に楽
しめる、ショート動画の文化が広がりつつあります。
１５秒のショート動画といえば、一時アメリカで禁止
されるかもしれないと話題になったTikTokですが、
利用者は子供中心から大人や企業に広がり続けて
います。またすでに浸透していた、インスタグラムも
TikTokと似たリールと呼ばれるショート動画機能を、
２０２０年夏にスタートさせました。youtubeも
ショート動画機能をすでにスタートさせています。
こういったショート動画の魅力のひとつは優れた
エフェクト（効果）にあり、誰でもが簡単にCGをつ
かって別人に変身したり、背景の画面を世界の観光
地に変えたり、声をかえたりして、テレビや映画だけ
のものだった特殊効果を　個人が使える、変身願望
をかなえること、もう一つは音声・音源・音楽の共有

会長インフォメーション会長インフォメーション

2021年のトレンド　ショート動画

ができますので、大好きな曲をBGMにしたり、コメ
ディアンは自分のギャグを広めてもらったり、また
企業には面白い宣伝コピーを、共有して、流行らせ
てもらったりできることです。映像作品としては１
５秒というちょうどテレビCMと同じ長さになります
から、tiktokなどでキャンペーンをする企業も増え
てきました。　テレビドラマの番組宣伝にも積極的
に使われはじめています。それと同時に、教育・教
養コンテンツもショート動画で、大きなジャルを確
立しつつあります。２０２１年は、これまで子供た
ちが無邪気に遊んでいただけのショート動画が、
大きな文化に発展しています。広報や宣伝業務に
かかわる方々には是非注目してもらいたいと思い
ます。

　

町に灯を 雨ふりお月

〈第1714回〉 2021年6月22日（火） 本年度第38回

担当： 理事・役員担当：覚野会員

理事・役員退任挨拶コロナ禍
講師：谷会員

6月29日（火）



卓 話幹事報告 幹事：吉羽 潤司

・6月22日、29日（今年度最終例会）は太閤園で
リアル例会を開催いたします。食事も通常より
豪華な食事を出して頂く事になっておりますの
で、皆様是非ご参加頂きますようよろしくお願
いいたします。
・台湾華朋RCより 日本政府から台湾へのワクチ
ン贈呈のお礼が届きました。
 会員の皆様、会員のご家族に御礼を伝えてくだ
さいとのことです。
・今年度実施した「恵まれない子供の支援」活動
について、今後は「こどもプロジェクト」という名
称にて活動していくことが決まりました。

当クラブの今年度も２回の例会を残すのみと
なり、皆様に報告すべき事がなくなりつつあり、そ
の面では一抹の寂しさを感じるこの頃でございま
す。

私が大阪鶴見ロータリークラブに入会させて頂
いたのは、1991年12月であり、昨年末で満29年
になります。
その間メイクアップを含めて、例会には皆出席
をしています。
岡田会員と阿部会員が亡くなられた後、私が当
クラブの最高齢の会員となっています。
当クラブには、創立会員2名と私より古い先輩
会員が４―5名おられますが、この機会に私の29
年のクラブ在籍を振り返り、久しぶりに自ら卓話
をさせて頂きたいと存じます。

先ず私が当クラブに入会させて頂いた経緯に
ついてお話をさせて頂きます。
私が京都大学の工学部工業化学科の学部と修
士・博士課程に在籍した際に所属した研究室の
指導教授は吉沢四郎先生という電気化学の大御
所でした。

先生が癌を患われて69歳で亡くなられた後、
我々弟子たちが先生の追悼文集を編纂しました
が、その巻頭に先生の絶筆となる文章が掲載さ
れました。それによると、先生は西ドイツの国際
学会に出席された時、急病で入院され、退院され
る際に親切にされた主治医にお礼を述べられた
所、その医師は私はRCの会員であり、ロータリア
ンとして、当然のことをしたまでですと答えられま
した。
帰国後RCについて調べられ、その後京都東RC
に入会を勧められた際には、喜んで入会されたそ
うです。
1989年にクラブの会長エレクトに選出されま
したが、会長就任前に癌に侵され、一度も会長と
してクラブに出席することなく、亡くなられたので
す。会長就任挨拶を病床から文書で託されたの
が、先の追悼文集の巻頭を飾った挨拶文であっ

6月8日【1713回】

会員数　 　 　 　 29名
（内出席規定免除 11名）
出席会員   18名中  11名
（内オンライン参加  11名）
出席免除会員  11名中  7名
（内オンライン参加  7名）
出 席 率 18/24  75.00%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 18名

前々回  5/25  Ｍ/Ｕ 1名

修正出席率 24/31 76.00%

担当：小山会員

ロータリークラブは新型コロナウイルスの
感染予防を徹底します！

私とロータリークラブ 
ークラブ在籍28年を顧みてー

たのです。
私は、その吉沢先生の挨拶文を拝見し、RCに
ついて、当クラブ入会前から、朧気ながらあるイ
メージを持っておりました。
なお、京都東RCには、京大総長の平澤與先生
がおられ、退官後RCの会長をされ、1966年のク
ラブ創立10周年記念として、ロータリーソング
「限りなき道ロータリー」を、平澤與作詞、藤山一
郎作曲で発表され、現在もロータリーソングとし
て歌い継がれています。
一方1990年頃私は、ある異業種交流会の代表
幹事を数年勤めており、その会に当クラブの会員
であった長谷川正会員と須田潤市朗会員がおら
れ、お二人のご紹介で当クラブに入会を勧めら
れ、躊躇なく入会させて頂きました。
私が入会させて頂いたのは、当クラブの創立8
年目の松岡会長と浮舟幹事の年であります。その
年度には4人の入会者があり、私より少し早く，中
嶋会員と水間会員が入会され、少し後に武市会
員が入会されました。その年の会員数は57名と
なり、当クラブの最大会員数であります。
入会後、先輩会員の皆様に教えられ、RCにつ
いて学できました。入会3年目、4年目には、会報
副委員長・委員長に任じられ、2年間、約90回分
の会報を一人で編集することとなり、クラブの様
子がよく分かるようになりました。
入会7年目には、SAAをお引き受けし、音在会
長、賀屋幹事と共に、一年間例会の進行、司会を
させて頂きました。当時は一年間委員長が一人
で行っていました。
入会10年目には幹事を仰せつかり、岩倉会長
を補佐しクラブの運営に当らせて頂きました。
入会16年目に会長を勤めさせて頂ききまし
た。会長在任中、中村善尚幹事には大変お世話
になりました。

私が会長を勤めさせて頂いた年の2年前から3
年間、ベトナムのハノイに、耳の不自由な子供た
ちを収容する施設に奉仕活動に訪れたことが懐
かしく思い出されます。
ベトナム等の共産主義国には、現在もRCは存
在しませんが、秀島会員のお世話でこの奉仕活
動が行われたのです。

3年続けて当クラブからハノイに奉仕活動に赴
きました。
その2年目と3年目の2回、会長エレクトと会長
として参加しました。ベトナム戦争で米軍がジャ
ングルに潜んでいるベトコンを追い出すために
散布した枯葉剤に含まれていたサリドマイドによ
り、腕の短いサリドマイド児が生まれたことはよく
知られていますが、聾唖児や難聴児も大勢生ま
れています。通常の確率の10倍耳の不自由な障
害児が生まれたと言われています。
3回の訪問のうち1,2年目には現地の要望を聴
き、それを3年目に持参する奉仕活動をすること
になりました。中学生以下の年齢の児童を全寮
制で収容し、生活、学習、職業訓練をして、社会に
送り出す仕事をしていましたが、教室の黒板や勉
強机、学用品、職業訓練の用具等全て不足し、ま
た難聴の子供達には、補聴器が欲しいということ
を聴きました。
そこで聴力測定装置を、耳鼻科医師の音在会
員に寄付をして頂き、また補聴器の専業メーカの
リオン㈱の社長が東京のRCの会員であることを
知り、私が電話をして援助をお願いした所、快く
補聴器20台を寄付して頂き、また発会員には大
量の運動靴を寄付して頂き、それらを持参して、
大変感謝をされました。

私の会長のテーマとして、「職業奉仕」を掲げま
した。職業奉仕こそがRCの神髄であると考えた
からです。
「職業奉仕は難しい」とよく言われますが、私は
「職業倫理を常に考えて自分の職業活動を行う」
と言うことに尽きると存じます。

弁理士として40年近く自分の事務所で仕事を
して、何度か判断に迷う事態に遭遇しましたが、
RCの会員であることを意識し、「職業倫理」を第
一に考えることにより、間違った判断をせず、無
事に仕事を続けてこられたと感謝しています。

有難うございました。



担当：山崎会員
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先ず私が当クラブに入会させて頂いた経緯に
ついてお話をさせて頂きます。
私が京都大学の工学部工業化学科の学部と修
士・博士課程に在籍した際に所属した研究室の
指導教授は吉沢四郎先生という電気化学の大御
所でした。

先生が癌を患われて69歳で亡くなられた後、
我々弟子たちが先生の追悼文集を編纂しました
が、その巻頭に先生の絶筆となる文章が掲載さ
れました。それによると、先生は西ドイツの国際
学会に出席された時、急病で入院され、退院され
る際に親切にされた主治医にお礼を述べられた
所、その医師は私はRCの会員であり、ロータリア
ンとして、当然のことをしたまでですと答えられま
した。
帰国後RCについて調べられ、その後京都東RC
に入会を勧められた際には、喜んで入会されたそ
うです。
1989年にクラブの会長エレクトに選出されま
したが、会長就任前に癌に侵され、一度も会長と
してクラブに出席することなく、亡くなられたので
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年目の松岡会長と浮舟幹事の年であります。その
年度には4人の入会者があり、私より少し早く，中
嶋会員と水間会員が入会され、少し後に武市会
員が入会されました。その年の会員数は57名と
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